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高尿酸血症になりやすいタイプ

;蕊重
成 田 一 衛 氏
新潟大学医歯学総合病院
内部環境医学購座(第二内科)教授

【プロフィール】
昭和58年新潟大学医学郁医学科卒業後､内部環境医学請座(以降､鳶’
二内科)に入局｡平成3年アメリカ合衆国ユタ大学軒臓病部門研究員を務
めた後､平成14年新潟大学大学院医棚学絢合研究科第二内科脈教授、
平成21年間赦授に就任｡在に至る。
【所属学会･資格】
日本腎弾学会理事･評謎員･専門医･認定医･揃導医､日本透析医学会評
議員･認定医･岬I叩医･揃導医、日本内科学会腿定医･揃導医､日本商血
圧学会評酸員･揃淋医･専門医､日本臨床遺伝学会評厳員､その他多くの
関連学会に所属。
【受賞歴】
2001年新測県砿師会『新潟県医師会学術奨励賞｣受賞､2007年日本透
析医学会｢日本透析医学会2006年度学会賞(木本賞;)j･新潟大学医学部
学士会『2㈹7年庇年度新潤大学有壬基金学術奨励賞｣受賞

暫急鍋 働き盛りの男I性は要注意!§

痛風･高尿酸血症善｝
剛 痛風発作を起こしやすい部位

癌風聖者は全国で８ 0万人､痛風の予備軍とも呼ばれる高尿陶巾赤
の患者は500万人～800万人いますが､半数以上が治象せすに
放置し､癌風による激痛に砿われ､初めて医癒槻関を受鯵する人が多
いそうです｡しかし､痛風･高尿酸血症の怖さは､関節の痛みだけでは
なく､その合併症にもあるのです｡今回は､新潟大学の成田一衛氏に
痛風･寓尿酪血症について詰歴をうかがいました。
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痛
風
・
高
尿
酸
血
症
と
は
？

高
尿
酸
血
症
は
、
血
液
中
の
尿
酸
値
が
７
唾
／
山
（
以
下
蛇
に
省

略
）
を
超
え
た
状
態
を
い
い
ま
す
．
尿
酸
と
は
、
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
含

ま
れ
る
プ
リ
ン
体
と
い
う
物
質
か
ら
つ
く
ら
れ
る
代
謝
物
で
す
。
プ
リ

ン
体
は
、
体
内
で
８
割
が
合
成
さ
れ
、
残
り
の
２
割
は
食
事
の
影
響
を

受
け
ま
す
の
で
、
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
ん
だ
食
品
を
過
剰
摂
取
す
る

と
、
尿
酸
も
過
剰
に
産
生
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

尿
酸
の
正
術
値
は
４
～
６
噸
で
す
が
、
７
噸
を
超
え
る
と
捕
風
関

節
炎
や
捕
風
結
節
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
捕
風
発
作
、
腎
障
害
（
痛
風

腎
）
、
尿
路
結
石
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
中
で
も
浦
風
発
作
は
、
関
節

を
は
じ
め
と
す
る
組
織
に
で
き
る
尿
酸
の
結
晶
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
脳
は
、
特
に
血
液
の
流
れ
が
弱
く
て
冷
え
や
す
い
足
の
親
指
の

付
け
根
な
ど
に
蓄
穣
し
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
蓄
積
し
た

だ
け
で
は
痛
風
発
作
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
心
身
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を

と
も
な
う
勤
作
や
運
動
、
急
激
な
尿
酸
値
の
変
動
な
ど
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
関
節
に
付
蒲
し
て
い
た
結
伽
が
剥
が
れ
落
ち
た
と
き
に
術

風
発
作
が
起
こ
り
ま
す
。
捕
風
発
作
は
夜
中
か
ら
朝
方
に
か
け
て
起

こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
尿
厳
皿
症
の
恩
諦
匡
担
は
一
の
卯
叱
穿
男
性
か
ロ
め
酉
局

に
訓
歳
代
男
性
の
釦
％
が
高
尿
酸
血
症
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
以

前
は
年
配
者
に
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
食
生
活
の

欧
米
化
に
よ
り
、
最
近
で
は
芭
歳
代
で
の
発
症
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
女
性
の
患
者
さ
ん
が
少
な
い
理
由
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
に
尿
酸
の
排
池
を
促
進
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い

州
風
発
作
に
よ
る
関
節
猟
、
尿
路
結
石
に
よ
る
背
中
の
猟
み
が
主

な
症
状
と
な
り
ま
す
が
、
症
状
が
無
く
と
も
、
尿
酸
値
が
高
い
と
動

脈
硬
化
を
促
進
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
悪
化
す
る
と
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
も
上
が
り
ま
す
．
ま
た
慢
性
腎
臓
病
も
深
刻
で

す
が
、
か
な
り
悪
化
し
な
い
と
主
だ
っ
た
症
状
は
出
て
来
ま
せ
ん
。
そ

れ
か
ら
、
実
際
に
尿
酸
値
が
商
い
人
は
、
肥
満
・
脂
質
異
粥
症
・
糖
尿

病
・
高
血
圧
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
を
併
発
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
こ
れ
ら
の
合
併
症
に
も
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

-ｖ雪』．｜多く食事・飲酒・詮適正堂を超えか屯『・』す・・』二《一；《・・・良

も
多
い
の
で
、
尿
酸
が
増
え
や
す
い
環
境
と
い
え
ま
す
。

放
置
し
な
い
で
…
高
尿
酸
血
症

症
状
が
無
く
と
も
深
刻
な
合
併
症
が

高尿酸血症患者の卯髄割は男性

さらに如歳代男性の犯粥は高尿酸血症

高尿酸血症を防ぐ生活のポイント
①プリン体の多い食事を控え､総カロリー量にも注恵。
②飲酒は適量を｡(※日本酒なら１合､ビールなら500ml)
③週３回程度の有酸素運動を心掛ける。

プリン体の多い食品

少ない
(50引伽m

ま
す
。
し
か
し
女
性
で
も
、
閉
経
後
は
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
鹸
が
低
下

し
、
男
性
並
み
に
そ
の
発
症
率
が
商
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
．

ア
ル
ニ
ル
や
剛
物
性
食
品
を
雷
摂
取
手
ろ
旦
笈
い
声
食
い

肥
満
・
高
血
圧
の
人
．
生
ま
れ
つ
き
の
体
質
も
影
響
す
る
の
で
、
家
族

に
揃
風
の
人
が
い
る
場
合
も
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
体
を
酷
使

し
た
後
は
、
老
廃
物
の
尿
酸
が
増
え
ま
す
の
で
、
激
し
い
運
動
を
好
む

人
も
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
活
動
的
な
生
活
を
行
っ

て
い
る
人
、
バ
リ
バ
リ
と
仕
那
を
す
る
熱
血
漢
の
人
は
、
夜
の
付
き
合
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高
尿
酸
血
症
を
発
症
し
や
す
い
人
と
は
？

高
尿
酸
血
症
・
痛
風
の
治
療
は
亀
食
事
療
法
（
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
・
プ
リ
ン
体
の
過
剰
摂
取
を
制
限
・
十
分
な
水
分
摂
取
》
飲
酒

制
限
・
運
動
（
週
３
回
程
座
の
経
い
運
励
）
の
推
奨
な
ど
、
ま
ず
は
生

活
習
慣
の
改
善
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
尿
酸
値
を
６
唾
以
下
に

維
持
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
．
こ
れ
ら
の
生
活
指
導
で
尿

酸
値
が
正
常
域
に
下
が
ら
な
い
場
合
は
、
薬
物
治
療
が
適
応
と
な
り

ま
す
。
薬
物
治
療
に
は
、
尿
酸
の
産
生
を
抑
制
す
る
薬
（
尿
酸
生
成

抑
制
薬
）
と
、
尿
酸
の
排
池
を
促
す
薬
（
尿
酸
排
池
促
進
薬
）
の
２
稲

類
が
あ
り
ま
す
。
前
者
に
分
類
さ
れ
る
フ
ェ
プ
キ
ソ
ス
タ
ッ
ト
は
佃
年

ぶ
り
に
開
発
さ
れ
た
新
薬
で
鰯
深
刻
な
副
作
用
も
な
く
、
１
日
１
回

の
服
用
で
済
み
ま
す
．
し
か
し
、
薬
物
治
療
が
適
用
さ
れ
て
も
生
活

習
慣
の
改
醤
は
必
須
で
す
。

痛
風
・
高
尿
酸
血
症
は
、
単
に
関
節
が
痛
む
病
気
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
全
身
的
な
疾
患
と
い
う
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
と
適
度
な
運

動
で
、
標
単
体
正
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
煎
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
高
尿
酸
血
症
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
高
血
圧
症
や
脂

質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
今
一
度
、
ご
自
分
の
生
活
習
憤
を
振
り
返
り
、
健
康
的
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

治
療
は
生
活
習
慣
の
改
善
が
第
一

釦年ぶりに開発された新薬にも期待

高尿醗巾症は合併症も怖い

高尿醗伽挿

尿醜塩沈着を介さない合併症尿酸塩沈差症
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｜虚血性心疾患･脳血篭障害’
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極めて多い
(3(mg̅)

多い
(200̅3冊、

極めて少な’
卜駒mg1

蘭レバー、マイワシ干物、イサキ白子、あんこう
肝酒蒸しなど

豚レバー、牛レバー、カツオ、マイワシ、大正エビ
マアジ干物、サンマ干物なと

ウナギ､豚ロース､牛肩ロース､牛タン､ベーコン、
ほうれんそう､カリフラワーなど

魚肉ソーセージ､かまぼこ､焼ちくわ､カズノコ､豆腐、
牛乳､チーズ､猶卵､じゃがいも､さつまいも､米飯、
そば､果物､キャベツ､トマト､にんじん､大根､ひじき、
わかめなど


